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5章 冷凍めんの HACCP
l.冷凍ゆでめん

1-1.製 品説明書の作成
①製品規格

*冷凍ゆでめんは冷凍前にゆでという加熱工程がありますが、この加熱は冷凍直

前ではなく直前には通常冷却工程があり、併せて喫食前に加熱調理する場合が

多いので、加熱後摂取冷凍食品(冷凍直前の加熱は無し)に分類することが多い

ようです。

*喫食前に加熱調理せずに流水解凍してつけめんとして喫食する場合があります

が、この場合は無加熱摂取冷凍食品に分類され、菌の規格は上記と異なり厳し

くなっています。

②賞味期限

*製造日を含めて〇年間、Oヵ 月間、○日間と記載します。

*賞味期限は各社の製造方法、製造条件が相違していることから、業界のガイド

ラインを参考に保存試験などの科学的根拠に基づいて製造業者が設定すること

になります。

冷凍食品は1年以上充分に日持ちしますが、冷凍中の品質劣化も有り得ます

ので、通常は、まず問題が生じない 1年間にしている場合が多いようです。も

し、これ以上の賞味期限表示をされる場合は、その科学的根拠を明確にしてお

くとよいでしょう。

③保存方法は、食品衛生法の「食品添加物などの規格基準」では-15℃以下で保存

しなければならないと規定されていますが、」AS規格では-18℃以下と規定され

ています。

④対象とする消費者は、一般消費者か病院食、ベビーフード、介護食かなどを明示

します。
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記 載 事 項 内 容

1 製品の名称および種類 冷凍 ゆでうどん 冷凍 ゆでそば 冷凍 ゆで中華

2 原材料の名称 小麦粉、でん粉、
食塩

小麦粉、そば粉、
食塩、小麦蛋白

小麦粉、食塩、
小麦蛋白、卵白

3 添加物の名称 (使用する場合あり)
かんすい、
クチナシ色素

4 アレルギー物質
省令 5品 目 小麦粉、卵白、そば (コ ンタミの可能性あるものを含む)

5 容器包装の形態、材質

一袋
内装
外装

梱包

○OOg
縦型ピロー包装 (ポ リプロピレン)

横型ピロー包装 (ポ リプロピレン)
段ボール箱 ○○個入り

6 おもな製品の特性

品温 :-18℃以下
食塩 : 0.1～0.5%
水分 :66.0～ 70.0%
pH: 6.0-7.0

品温 :-18℃以下
食塩 :0.0～ 0.5%
水分 :64.0～ 68.0%
pH: 6.0～ 7.0

品温 :-18℃以下
食塩 : 0.1～0.5%
水分 :64.0～ 68.0%
pH: 8.5～ 9.5

7 製品規格

冷凍食 品の規格基準 日本冷凍めん協会の衛生某ヱ

加熱後摂取

冷凍食品

(凍 結直前 の

加熱は無)

一 般 生 菌 数
大 腸 菌 群
大  腸  菌
黄色ブ ドウ球菌

食 中 毒 菌

3,000,000/gジ丈T
基準なし

陰性
基準なし

汚染されていないこと

(法題 4条 )

3,000,000/gジスT
基準なし

陰性

陰性

①無加熱摂取
冷凍食品
②力日熱後摂取
冷凍食品
(凍結直前の

加熱は有)

数

群
菌

菌

菌

菌
菌
　
舛
毒

生

　

腸

ド

般

腸
　
σ

中

一
大

大
黄

食

100,000/g以下
陰性
基準なし

基準なし

汚染されていないこと

(法題 4条 )

100,000/gジ災¬F
陰性

基準なし

陰性

8 賞味期限 製造日を含めて 1年

9 保存方法 -18℃ 以下

10使用方法
ゆでてからめんつゆをかけ、
として喫食
無加熱摂取冷凍食品の場合は、

または、ゆで後水で冷やしてつけめん

流水解凍し、つけめんとして喫食

11対象とする消費者 スーパー、小売店などを通じて一般消費者

製 品 説 明 書 例

注)食品衛生法の 「食品添力日物などの規格基準」では、-15℃ 以下で保存しなけれ
ばならないが、」AS規格では、-18℃ 以下と規定されている。
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1-2.製 造工程一覧図作成方法

*製造工程一覧図 (フ ロー図)作成の目的は、危害分析して危害リス ト作成の折に、

抜けを生じないようにするためであり、戻し生地がある場合にはその実際に行

なっている作業を詳細に記載するようにしましょう。

*工程の名称の左の番号は原料の受け入れから製品の出荷までの一連の番号で、

前工程より順に番号を付けますが、同一工程 (例えば、受け入れや保管、計量

など)は連番とした方がよいでしょう。

また、この番号は危害分析表の番号とリンクしています。

*生産品目や製造方法、製造条件が異なるものは、そのすべてについて製造工程

フロー図を作成してください。

*原材料の種類や製造工程、配合・組成などを変更したときは、必ず即座にフロー

図を訂正するようにしてください。

*「総合衛生管理製造過程」では、製造または加工に用いる機械器具の性能に関

する事項、各工程ごとの作業内容および作業時間ならびに作業担当者の職名、

機械器具で危害の発生を防止するための措置に係わる仕様について、記載する

ことを要求しています。

*製造工程一覧図は事実を正しく反映していなければならないため、「総合衛生

管理製造過程」では実際の製品の製造またはカロエの操業中の作業現場において

実際に確認することが必要であることを要求しています。

ａ
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清浄度区分

汚染区域

準清潔区域

清潔区域

汚染区域

冷凍ゆでめん

主原料小麦粉など

(う どん、そば、

副原料添加物

中華)製造工程フロー図

水     包装資材

“一第５章
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CCP Nol O分○秒、製品温度 10℃以下、
チラー水 5℃以下

凍結庫―○℃ ○分間以上

シール不良などの再包装は 30分以内

CCP No2(rll Fe l.2 mm、 SUS 2.Omm)

冷凍庫-18℃以下

冷凍車 18℃以下

1)各工程の衛生管理の諸条件については、各工場で具体的に設定して下さい。
2)半製品、めん生地などの再使用についての管理基準は、各工場で具体的に設定して
下さい。
3)原材料の保管の室温は、15℃以下としたい。
4)清潔区域の室温は、15℃以下にしたい。
5)熟成はうどん 。中華は行 うがそばは余り行っていない。温度は制御していないので
通常 20～ 30℃程度である。

ボーメ○度

水温〇℃以下

厚み Onlm、 長さOIIlln、 重量Og

温度常温・湿度 90%以上
30分～ 1時間

切出し切断

98℃以上 。○～△分間

計量玉取 り

ウエイトチェック

約
１５
分
以
内
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1-3.施 設の図面の作成

*「総合衛生管理製造過程」では、施設の図面には施設設備の構造、製品などの

移動の経路 (物の動線)、 機械器具の配置 (レイアウト図)、 従事者の配置およ

び動線 (人の動線 )、 作業場内の清浄度に応じた区域 (ゾーニング図)を記載する

ことになつています。

*空気の流れ (動線)、 廃棄物の動線を作成すると交差汚染の把握に有効な場合が

あります。

*ゾーニングには大きく「汚染作業区域」と「非汚染作業区域」に分かれ、「非

汚染作業区域」は、更に「準清潔作業区域」と「清潔作業区域」に分かれます。

「生めん類の衛生規範」にゾーニングの見本を例示していますので、ご参考

にしてください。

但し、各工場では、実情が異なりますので、各工場に合ったゾーニングをさ

れるとよいでしょう。

その際の考え方として、高速シャッターを開けたりして外部とつながるとこ

ろは、汚染区域、そして例えばゆで工程の様に微生物的には菌が死に清潔にな

る可能性がありますが、水洗冷却や包装工程では、それ以上清潔になりません

ので、今以上清潔にならない工程は清潔作業区域にした方がよいでしょう。そ

れ以外は、各工場で決めてください。例えば、ゆで工程は 「生めん類の衛生規

範」では準清潔作業区域になっていますが、自分たちは清潔作業区域として決

めるのは一向に構いません。

実際には、これらの作業区域で原材料や製品、あるいは従事者の取扱いを介

して交差汚染 (2次汚染)が発生しますので、履物の履き替えや手洗いなどの

入場手続きが必要になります。作業性も問題になりますので、食品の安全性と

併せてよく考えて設定してください。

*梱包の組み立ては、ちりが発生しますので準清潔区域が好ましいでしょう。

*物 (食品)の動線は、原材料、包装資材の受け入れから出荷までの流れをいい、

人の動線には作業場での行動パターンのほかに、更衣室・便所
。食堂・休憩場

への出入りまで含めた動き方をいいます。

*施設の図面は、事実を正しく反映していなければならないため、「総合衛生管

理製造過程」では実際の製品の製造または加工の操業中の作業現場を実際に確

認することが必要であることを要求しています。

*製造工場の装置、機械器具およびレイアウトなどを変更した時は、即座に施設

の図面を変更してください。

０
０
０
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製麺工場施設内各場所の区分と食品の流れ例

食
品

の
流
れ

製
造
場

作
業
場

・
作
業
施
設

施

　

設一
一
第
５
章

帯
備

付
設

受入れと
保管場所
検収場

非汚染作業区域

清

潔

作

業

区

域

準
清
潔
作
業
区
域

準

7青

潔

作

業

区

域

計量、製麺室
ゆで室

水洗冷却室
冷凍室
包装室
検品 (金検 )
洗浄 した涌い

梱包室
製品の保管場所、仕分け
通い箱の洗浄殺菌

更衣室、休憩室、便所
製造管理に係わる事務室など
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1-4.CCPプラン(整理表)の作成

*CCPプラン(整理表)は、HACCPシステム構築の一連の作業が終了した後で、HAC

CP12手順 7原則の内、主として手順 7～ 12(原則 2～ 7)について各 CCPご とに 1

枚の表にして、見やすくしたものです。

*モニタリング(監視)方法は、通常、菌の測定のように時間が掛かる方法ではな

く、リアルタイムで分かる温度や時間で行います。なお、検証には菌の測定を

行います。

また、モニタリング方法は連続と問歌方式がありますが、できれば連続方式

で実施するようにしてください。間隔で行 う場合は、決めた間隔の時間で問題

ないことをあらかじめ確認して決めてください。

そのほか、モニタリング方法として数値になり難い目視などの 5感 (官能)で

行う場合もあります。

*金属検出機

・テス トピースの作動確認の頻度は、食品産業センターでは、できれば 1時間

に 1度、少なくとも2時間に 1度、また、流れる製品が変つた場合は必ずチェッ

クすることを勧めています。

・金属検出機のメーカー点検は、食品産業センターでは年に 2回程度を勧めて

います。

・テストピースのサイズは、使用しているものを記載してください。最近では、

サイズが小さくなる傾向にあり、Fe l.2nlm Φ、SUS 2■ lm Φ程度が多いよう

です。

“一第５章
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冷凍ゆでめん CCPプ ラン例 (CCP整理表)

CCP番 号 CC P No l

工 程 水洗・冷却  (製造工程フロー図 No.19)

危害原因物質 微生物の増殖

危害発生要因 品温の上昇

防止措置 水温・水量の管理基準の遵守

保守 。点検作業の徹底

管理基準 水洗水の温度 ○○℃以下
冷却水の温度 ○○℃以下
冷却時間   〇〇分以上

モニタリング

方 法

頻 度

担当者

水洗水・冷却水温度の自記温度記録計による監視
タイマーによる定期的な冷却時間の確認 (○○分ごと)

水洗水 。冷却水の温度確認 ○○分ごと (自 記温度記録計の場合は連続 )
自記温度記録計が正常に動いているか○時間ごとに確認

水洗冷却担当者

改善措置

担当者

工程に対する措置
・管理基準に達していないことが確認された場合は、責任者に報告し、責任者は改
善措置を担当者に指示する
。冷却装置を調整して、水洗・冷却水の温度を調節する
。「めん」の投入量の調整により冷却効果の向上を図る

。担当者は必要な措置を講じ、責任者と共に装置が正常に作動することを確認後必
要に応 じて水洗冷却槽の洗浄殺菌を行い、作業を再開する

製品に対する措置
・管理基準に達していないことが確認された時、水洗冷却責任者は製造責任者、品
質管理責任者と協議し、必要に応じ検査を行い、再度冷却するか廃棄するか適正
な措置をとること

水洗冷却担当者

検証方法 水洗冷却管理記録簿の確認 (毎 日)

(水洗温度・冷却温度・めんの温度 。装置の作動状況など)
微生物検査記録簿の確認 (週○回)
自記温度記録計と現場温度計の誤差の確認 (毎 日)
温度計等の計器類校正記録簿の確認 (月 ○回)

記録文書名

記録内容

水洗冷却管理記録簿
。水洗水の温度・冷却水の温度・めんの温度 。装置の作動状況など
微生物検査記録簿

計器類校正記録簿

記録の保管 :1年間+α (賞味期限が製造日を含めて1年間の場合、記録の保管は
1年間+α とした。なお、保管期間は各社で設定して下さい)。
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CCP番 号 CCP No.2

工 程 金属検出  (製造工程フロー図 No.25)

危害原因物質 金属異物の残存

危害発生要因 金属検出機の作動不良

機械類の管理不良

防止措置 テストピースによる作動チエック

保守 。点検作業の徹底

管理基準 FeOOmmφ 、SUSOOmm φ以上を除去 (金属異物が金検で検出されないこと)

グ”
法

ニタ

方
モ

度

担当者

頻

金属検出機作動による検出

連続して全品を実施
金属検出機が正常に作動しているか、作業始業時、中断時、再開時、終業時および

作業中○時間ごとに確認
包装担当

改善措置

担当者

工程に対する措置
・テストピースにて金属検出機の感度の確認をする。
。金属検出機が作動した製品は再度金属検出機にとおし作動を確認する。
・金属検出機の作動不良の場合は設定をやり直す。
。金属片の混入が明らかとなった場合、責任者に報告する。責任者は他の工程責任
者に連絡し、機械類部品などの破損などがないか、保守点検作業を実施し確認する。
・製造ラインに異常がないことが確認された場合、包装担当者は包装責任者と共に

金属検出機の正常作動を確認後、作業を再開する。

製品に対する措置
。金属検出機の作動不良が確認された場合は、前回確認した時間までさかのぼって

製品を識別隔離し再度、金属検出機をとおして金属混入の有無を確認する。
,金属検出機ではじかれたものは、再度金属検出機にとおし、金属の混入を確認し、

記録後廃棄する。

包装担当

検証方法 金属検出機の作動記録の確認 (毎 日)

テス トピースを用いた金属検出機の精度確認 (○時間ごと)

機械整備記録簿の確認 (保守 。点検の記録)(月 ○回)
機械メーカーによる保守′魚検 (年○回)

記録文書名

記録内容

金属検出機作動記録簿
・金属検出機の作動状況・精度 。異常など

機械整備記録簿

機械メーカーによる校正記録簿

記録の保管 :1年間+α (賞味期限が製造日を含めて1年間の場合記録の保管は
1年間+α とした。なお、保管期間は各社で設定して下さい。)

冷凍ゆでめん CCPプ ラン例 (CCP整理表)
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1-5.危 害分析表の作成

*原料の受け入れから、製品出荷までについて行います。
*(2)欄については、生物学的危害、化学的危害、物理的危害のそれぞれについ
て行います (p65参照)。

生物学的危害には、病原微生物 (食中毒菌 :セ レウス菌、黄色ブ ドゥ球菌、
病原大腸菌、サルモネラ菌、小型ウイルス SRSV、 カンピロバクター、原虫類
など)と 腐敗微生物 (バチルスなど)があり、それぞれ、汚染や増殖・残存が考
えられます。

化学的危害には、原料由来の残留農薬・マイコトキシン(カ ビ毒)・ アレルギー
物質や包材の可塑剤、洗剤・殺菌剤、機械類に使用する潤滑油類、殺虫・殺そ
剤などがあります。

物理的危害には、金属 (部品、ステーフ
゜
ル(ホッチキスの針)、 錆び、溶接片、金属同士

の擦れた屑など)、 石、木片、冷凍 トレーなどのプラスチック片、ガラスなど
が考えられます。

*(3)欄は○×の 2段階か、場合によってはo× △の 3段階で評価 します。短時
間であったり(微生物の増殖)、 包装されていたり(微生物の汚染や化学的危害、
物理的危害の混入など)して、ほとんどありえない場合やおこり得ない場合は
×をつけます。おこり得るものを○または、頻度が低かったりするものは△を
付けます。

*(7)に CcPか PP(一般的衛生管理プログラム)を記入 しますが、まず工程の
コントロール以外のもの (例えば、運転終了後の清掃によるものなど)は除きま
す。その次に、その工程が危害を無くしたり、少なくしてぃたり(場合によっ
て危害の増加を防止)するためにコントロール している工程かを検討 し、そ う
であつて後工程に同様の工程が無い場合 (例えば金検)は ccPに してください。
したがって、ゅでェ程は菌が減っていますが、ここは、本来的には可食の状態
にするためにゆでをコントロール している工程で、危害 (菌 )を減らすためにコ
ントロールしていませんので、ccPに しなくても結構です。
CCPか PPかの検討は、CcP判 定のデシジョンツリー (p68)に従って行っ
てください。

*無加熱摂取冷凍食品は、ゅで 。水洗冷却の後、喫食までに加熱工程がありませ
んので、水洗冷却工程が CcPになります。
*検品工程で日視によってシール不良などを取り除いている場合は、危害を減ら
していますので、ccPに しても構いませんが、ただ見ているだけで不良品を
取り除いていない場合はCcPに なりません。
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一
一
丁
弟
５

彙
早

参考)冷凍ゆでめんの危害物質一覧表例

工程

No.

工程

生物学的危害

腐敗。病原微生物

化学的

危害

物理的

危害

異物

備考

7号染 増殖 残 存 アレルキ
゛
―そのほか

(受け入れ )

1 羊原料小麦粉 Э 〇 Э 残留農薬、カビ毒

９

″ 副順 料添加物 0 〇 0 押格外(例 :食添ク
゛
レード以外)

3 水 ○ 0 ○ 重金属など

4 包装資材 ○ 〇 インク、援看斉り、_口J塑倉り

(保管 )
廣
υ キ原料小麦粉 ○ Э Э

6 副1原料添加物

7 水 Э

8 包装資材

1計量 )
〇 ○∩

υ 主原料小麦粉 ○

10 訂1原料添加物 〇 0 〇

水 Э ○ ○ 洗剤、殺菌斉J

９

“ 練水調整 〇 Э D 洗斉1、 殺菌剤

０
０ 混練 Э ○ 〇 Э

14 袴 今 ○ D ○

員
υ 熟成 Э ○ ○ ⊃

16 圧延 Э 0 ○

ウ
‘ 切り出し切断 ○ ○ 〇 ○ 切刃の機械油

18 ゆで ○ ○ ○ 〇 洗剤、殺菌剤

19 水洗冷却 Э ○ ○ ○ 0 CCP、 品温○○℃以工

20 計量・玉取り ○ 0 〇 ○ ○ 洗剤、殺菌剤

９

″ 成型 〇 ○ ○ 〇 洗剤、殺菌斉1

０
乙
９
“ 凍結 Э D ○ 凍結庫―○○℃以下

０
０
９
″ 包装 ○ ○ 〇 虎剤、殺菌剤

24 検品
シール不良再生は観全以内_

25 金検。ウエイトチエック 〇 CCP

26 箱詰め
ワ
ー
９
“ 保管

冷凍保管-18℃以下

28 出荷
冷凍車-18℃以下
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製 品 説 明 書 例

製
口

ロロ 説 明 書

記載事項 内 容

1 製品の名称および種類 冷凍 ゆでスパゲッティ

2 原材料の名称 乾燥スパゲッティ

3 添加物の名称 征
朴

4 アレルギー物質
省令 5品 目

小麦粉

5 容器包装の形態、
材質

一袋 :○○Og
内装 :縦型ピロー包装 (ポ リプロピレン)
外装 :横型ピロー包装 (ポ リプロピレン)
梱包 :段ボール箱 ○○個入り

6 おもな製品の特性

品温 : 18℃

食塩 :0.0～ 0.5%
水分 :60.0～ 65.0%
pH :60.0-7.0

7 製品規格
加熱後摂取冷凍食品

(凍結直前の加熱は無)

冷凍食品の規格基準 日本冷凍めん協会の衛生基準

数

群

菌

菌

菌

菌
菌
　
燃
毒

生

　

腸

ド

般
腸
　
σ
中

一
大

大

黄

食

3,000,000/g,ス
~F

基準なし

陰性

基準なし

汚染されていないこと

(法第4条 )

3,000,000/g以下

基準なし

陰性

陰性

8 賞味期限 製造日を含めて 1年

9 保存方法 -18℃以下

10使用方法 ゆでてからソースをかけ、または、具材とともに炒めて喫食

11対象とする消費者 スーパー、小売店などを通 じて一般消費者

“一第５章

注)食品衛生法の「食品添力日物等の規格基準」では、-15℃以下で保存しなければならない
が、 JAS規格では、-18℃以下と規定されている。

Ｅ
υ
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製
造
時
間

冷凍ゆでスパゲッティ 製造工程フロー図

主原料 (乾燥スパゲッティ)
一

第

５

彙
早

1汚染区域

準清潔区域

清潔区域

準清潔区域

水

2 受入れ
↓

製品温度10℃以下、チラー水5℃以下

凍結庫―○℃以下 ○分間以上

包装資材

3  受入れ
↓

約

１５

分

以

内

（
υ
　
　
　
　
　
ｌ
■
　
　
　
　
　
（ソ
“　
　
　
　
　
０
０
　
　
　
　
　
”
■
　
　
　
　
　
医
υ
　
　
　
　
　
　
次
Ｕ

冷凍庫-18℃以下

冷凍車-18℃以下

注1)各 工程の衛生管理の諸条件については、各工場で具体的に設定して下さい。
2)原材料の保管の室温は、15℃以下としたい。
3)清 潔区域の室温は、15℃以下にしたい。

汚染区域

′
υ
ハ
υ



冷凍ゆでスパゲッティ CCPプ ラン例 (CCP整理表)

CCP番 号 CCP No.1

工  程 水洗・冷却  (製造工程フロー図 No.10)

危害原因物質 微生物の増殖

危害発生要因 品温の上昇

防止措置 温
守
水

保
水量の管理基準の遵守
点検作業の徹底

管理基準 水洗水の温度 ○○℃以下
冷却水の温度 ○○℃以下
冷却時間   ○○分以上

モニタリング

方 法

頻 度

担当者

水洗水・冷却水温度の自記温度記録計による監視
タイマーによる定期的な冷却時間の確認 (○○分ごと)

水洗水・冷却水の温度確認 ○○分ごと (自 記温度記録計の場合は連続 )
自記温度記録計が正常に動いているか○時間ごとに確認

水洗冷却担当者

改善措置

担当者

工程に対する措置
。管理基準に達していないことが確認された場合は、責任者に報告し、責任者は改
善措置を担当者に指示する
。冷却装置を調整して、水洗・冷却水の温度を調節する
。「めん」の投入量の調整により冷却効果の向上を図る

。担当者は必要な措置を講じ、責任者と共に装置が正常に作動することを確認後必

要に応じて水洗冷却槽の洗浄殺菌を行い、作業を再開する

製品に対する措置
・管理基準に達していないことが確認された時、水洗冷却責任者は製造責任者、品

質管理責任者と協議し、必要に応じ検査を行い、再度冷却するか廃棄するか適正

な措置をとること

水洗冷却担当者

検証方法 水洗冷却管理記録簿の確認 (毎 日)

(水洗温度・冷却温度 。めんの温度・装置の作動状況等)

微生物検査記録簿の確認 (週○回)

自記温度記録計と現場温度計の誤差の確認 (毎 日)
温度計等の計器類校正記録簿の確認 (月 ○回)

記録文書名

記録内容

水洗冷却管理記録簿
・水洗水の温度・冷却水の温度 。めんの温度・装置の作動状況など

微生物検査記録簿

計器類校正記録簿

記録の保管 :1年間+α (賞味期限が製造目を含めて1年間の場合、記録の保管は
1年間+α とした。なお、保管期間は各社で設定して下さい)。
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冷凍ゆでスパゲッティ CCPプ ラン例 (CCP整理表)
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章

CCP番 号 CCP No.2

工  程 金属検出  (製造工程フロー図 No.16)

危害原因物質 金属異物の残存

危害発生要因 金属検出機の作動不良
機械類の管理不良

防止措置 テス トピースによる作動チエ

保守 。点検作業の徹底

ツ ク

管理基準 Fe OOmmφ 、SUS OOmmφ (金属異物が金検で検出されないこと)

モニタ

方

頻

担当者

グンり

法

　

度

金属検出機作動による検出

連続 して全品を実施

金属検出機が正常に作動しているか、作業始業時、中断時、再開時、終業時および

作業中○時間ごとに確認
包装担当

改善措置

担当者

工程に対する措置
。テス トピースにて金属検出機の感度の確認
。金属検出機が作動した製品は再度金属検出機に通し作動を確認
・金属検出機の作動不良の場合は設定をやり直す
。金属片の混入が明らかとなつた場合、責任者に報告する、責任者はほかの工程責任
者に連絡し、機械類部品などの破損などがないか、保守点検作業を実施し確認する
。製造ラインに異常がないことが確認された場合、包装担当者は包装責任者と共に
金属検出機の正常作動を確認後、作業を再開する

製品に対する措置
。金属検出機の作動不良が確認された場合は、前回確認した時間までさかのぼって
再度、金属検出機をとおして金属混入の有無を確認する
。金属検出機ではじかれたものは、再度金属検出機にとおすとともに、金属の混入
を確認し、記録後廃棄する

包装担当

検証方法 金属検出機の作動記録の確認 (毎 日)

テス トピースを用いた金属検出機の精度確認 (○時間毎 )

機械整備記録簿の確認 (保守・点検の記録)(月 ○回)
機械メーカーによる保守点検 (年○回)

記録文書名

記録内容

金属検出機作動記録簿
。金属検出機の作動状況・精度・異常など

機械整備記録簿

機械メーカーによる校正記録簿

記録の保管 :1年間+α (賞味期限が製造 日を含めて1年間の場合記録の保管は
1年間+α とした。なお、保管期間は各社で設定 して下さい)。
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2.冷凍焼そば (調理済み)
(1)製品説明書の作成

①原材料・副原材料 口添加物などの基準について

取引業者との品質保証契約による基準内容を明確化しておくこと。          H
②表示に関しての参考資料 第
a 日本農林規格 口品質表示基準 :食品編 :3綴 (第 12節 :そのほか :調理冷    二

早

凍食品品質基準 :第 4条 :冷凍めん類 (3527～3529ページ)

b.食品表示マニュアル :中 央法規出版株式会社発行 :第 2章 :冷凍食品 (248
ページ):冷凍めん類 (3474～ 3476ページ)
c.冷凍めんの品質および衛生に関する指導基準 :日 本冷凍めん協会 (平成 15
年 4月 発行)

d.生めん類の表示および解説 :全国生めん類公正取引協議会 (平成 11年 10月

発行)

e.ア レルギー関係について

食品衛生施行規則及び乳製品の成分規格等に関する省令の下部を改正する省

令等の施行について :食発第 79号 (平成 13年 3月 15日 )

③おもな製品の特徴について

食塩、水分、pH値は、製麺方法や調理方法の違いにより分析値が変わるので、

製品の分析を行い確認しておくこと。

最近の調理方法 (炒め・味付け)は、具 (豚肉、野菜類)を熱湯でブランチン

グし、炒め・味付けした後、別に炒め・味付けをしためんの上に トッピングする

方式が採られている。

④冷凍焼そばの製品規格

冷凍焼そばの製品規格は、加熱後摂取冷凍食品として扱われ、冷凍直前の加熱

は無に該当すると判断している。これは具とめんの炒め 。味付け工程があるが、

その後に真空冷却や冷却保管工程があり、大腸菌群の局部的な汚染や増殖が考え

られ、大腸菌群陰性の維持が難しいと、業界では判断している。

⑤冷凍焼そばの賞味期間について

冷凍焼そばは 1年以上日持ちするが、長期保管 (冷凍)中の品質劣化があるの

で、問題が生じない 1年間にしているケースが多い。

⑥使用方法について

加熱後摂取の加熱方法は、電子レンジ加熱 (例 :500W、 4分 20秒)と フライ

パン調理方法が一般的に併記されている。

フライパン調理は、冷凍焼そばと水約 70mlを フライパンに入れ、フタをして

約 4分間強火で加熱 した後、フタをとり、さらに加熱を続け、めんを箸でほぐし

ながら水分をとばし、水分がほとんどなくなったら、お皿に盛 り付けて召し上が

る、となっている。

Ｅ
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一”竺Ｔ塁早

製 品 説 明 書 例

製
ロ
ロロ 説 明 書

記載事項 内 容

1 製品の名称および種類 冷凍やきそば (調理済み)

2 原材料の名称

(具 )

めん [小麦粉、植物油、小麦粉タンパク、食塩、卵白]

ソース・調味料、植物油など [原材料を記載]

野菜 [キ ャベツ、もやし、人参]、 豚肉

3 添力日物の名称
かんすい、クチナシ色素

(ソース、具などの添加物も記載するこ
レ
」

4 アレルギー物質
省令 5品 目
通知 19品 目

小麦粉、卵白 (例 :コ ンタ

豚肉、リンゴ (表示を推奨

ミの可能性がある場合 :そば)
:可能な限り表示に努める)

5 容器包装の形態 。材質
袋

装

装

一
内

外

○〇〇 g

縦型ピロー包装 (ポ リプロピレン)

横型ピロー包装 (ポ リプロピレン)

おもな製品の特徴

食塩 :1.0～ 1.5%
水分 :62～ 68%
pH :5.0-6.0
具 (豚肉、野菜)を熱湯でブランチングし、炒め・味付けした後、
炒め・味付けしためんの上に トッピングした、調理済み冷凍食品

です

7 製品規格
加熱後摂取冷凍食品

(凍結直前の加熱は無 )

冷凍食品の規格基準 日本冷凍めん協会の衛生基準

数

群

菌

菌

菌

菌
菌
　
効
毒

生

　

腸

ド

般

腸

　

σ

中

一
大

大

黄

食

3,000,000/g以下

基準なし

陰性

基準なし

汚染されていないこと

(法第 4条 )

3,000,000/g以 下

基準なし

陰性

陰性

8 賞味期間 平成〇年○月○日 (製造日を含めて 1年 )

9 保存方法 -18℃以下

10使用方法 加熱後摂取

11対象とする消費者 スーパー、cvs、 小売店を通じて一般消費者

公
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(2)製造工程フロー図作成

①区分け (汚染区域、清潔区域など)と概略の製造時間の記載

製造工程フロー図に上記の区分けと概略の製造時間を記載し、製造工程の内容

を、より分かりやすくした。

②むじめんの冷蔵保管工程                              第

炒め機の多年星i(20-50Kg//バッヲ
■)に流Fじて、 むしめスレの計量は5-10Kg//バ ット。       昌

冷蔵保管温度は約 10℃、保管時間は 4～ 5時間から一晩 (約 24時間以内)保管

し、めん線の表面が安定してから、炒めを実施する。 (炒め時のめん線肌荒れ防

止 )

③豚肉の半解凍工程

豚肉は冷凍品をカットする時に、カットしやすい状態になるまでチルド解凍する。

完全に解凍してしまうと、カットしづらくなる。

④豚肉と野菜類のカットと計量工程の注意事項

この工程は異物混入を防ぐ検品を兼ね実施する。

⑤野菜類のボイル ロ混合工程

熱湯を入れる容量と温度を設定する必要がある。むしめんを炒める1バッチ分

に使用する野菜類をあらかじめつかみ、計量されたものを使用する。これは温度

維持を図るためで、野菜類の表面殺菌が主目的に行われるブランチング程度の加

熱にし、煮えづらい野菜から順に入れ、野菜類の混合も兼ねる。

⑥炒め工程

炒め時の品温は、炒め機の種類や容量によつて異なるが、約 60～ 75℃に達し、

残存菌数と品質 (食感)の兼ね合いから、温度と時間が設定されている。

具とむしめんを同時に炒めると、均一な製品にならないことから (具 とめんが

分離してしまう)、 具とむじめんを別々に炒め、めんの上に盛り付ける方式が採

られている。

⑦ トレー外し工程

冷凍めんのトレー外し工程は、冷凍焼そばの場合、次のような問題点があり、

省略されている。 トレー外し時に具が落下し、具に使用されているソースや油が
コンベアーに付着し、ライン汚染の原因になる。 トレーの洗浄工程を再検討する
必要があるなど。

③真空冷却から具の盛りつけ工程までの処理時間

品温が 40～ 10℃の温度帯にある時間を、1.5時間以内に抑える必要がある。

炒め後、102個 /g程度残存した細菌は、1.5時間で 104個 /gを越える場合があ

り、3時間で 105/gに達する可能性があるため、上記の時間に設定した。

③金属検出工程での感度テスト

感 度 テ ス トは、 テ ス トピー ス Fe l.2～ 2.Onlm φ、 SUS 2.5～ 3.OIIlm φを使 用 し、

金属異物の混入確認 (金属検出機の作動確認)を行う。



冷凍焼そ

むしめん

ば(調理済み)の製造工程フロー図例

副原料   (具)      副原料
ソース・調味

装
材

包
資

清浄区域分

汚染区域

製
造
時
間

(計量済み)
冷蔵保管 豚 肉
(10℃ )

３
時
間
以
内

キャベツ 人 参  もやし 料・油など一
一
丁
弟
５

土
早

堰フ 4
71イ呆  窄箋:8

準清潔区域

清潔区域

準清潔区

汚染区域

∩
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，
″

９
“
　

　

，

″

11

1

1

シール不良 。再包装は10分以内

Fe OOmmφ  ・ SUS OOmmφ

冷凍庫-18℃以下

約
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５
時
間
以
内 ９

　

　

０

　

　

１

２

，

３

　

　

３

‐３
‐
‐
‐３
‐
偽

約

１５
分
以
内

CCP2
品温○○℃

CCP4
品温○○℃

CCP1  21
品温○○

CCP3     2
品温○○℃

真空冷去「oO分間
品温○○℃以下

凍結庫一〇〇℃以下  ○○分間

(ト ッピング)
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(3)施設の図面作成

①施設の図面

施設の図面はむしめん製造以降の具 (豚肉や野菜類)の受入 。保管室、むじめ

んの保管室、調理室 (具の前処理、具とむじめんの炒めなど)、 真空冷却 。一時

保管室、計量・盛 り付け室、冷凍および包装室、外包装室、冷凍保管室・仕分け    第
室、出荷場、従事者の入り口・手洗い 。エアーシャワー室などのレイアウト図を、    ユ

早

ー例として記載した。

ただし、各工場では立地条件や調理方法の違いなど、実状が異なるので、その

状況に合わせたレイアウト図を検討し、作成すること。

また、レイアウトを変更した時は、直ちにレイアウト図も変更する。

②施設内の清浄度に応じた区分 (ゾーニング)

ゾーニングは「汚染作業区域」と「非汚染作業区域」に大きく分かれ、「非汚

染作業区域」は「準清潔作業区域」と「清潔作業区域」に分ける。

作業区分 (汚染、清潔)に対応した適切な区分、区画が行われていること。

原材料、包装資材などの受入時、また、出荷時などの付着物による汚染防止が

考慮されていること。

給・排気や空調による空気の汚染防止が考慮されていること。

③物の移動経路 (物の動線)、 人の移動経路 (人の動線 )

区分された各室への物と人の移動経路を記載し、その作業性やサニテーション

の問題が考慮されていること。

汚染区域から清潔区域への直接の移動を避け、中間に準清潔区域を移動するよ

うに、レイアウト図が考慮されていること。

物や人の動きによる交差汚染をできるだけ避けるようにする。

ただし、各工場では立地条件や調理方法の違いなど、実状が異なるので、その

状況を確認し、交差汚染を防ぐ検討を行 う。

間仕切 り (透明なビニールカーテンなどの利用)、 履き物の履き替え、手洗い

などの実施で、汚染防止を図る工夫を行 う。

④冷凍工程の兼用 (冷凍中華めん、冷凍焼そば製造など)

冷凍焼そば製造の専用工場は、比較的少なく、冷凍中華めんなどと、製めんは

2ラ インで、凍結は兼用になつているところが多い。

また、冷凍焼そば (調理済み)商品は、家庭用と業務用があり、その場合は、

各々のケースに合った、施設のレイアウト図を検討する必要がある。
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L

冷凍めん工場 (焼そば :調理済)施設内各場所の区分と食品の流れ例

施

　

設

作
業
場

・
作
業
施
設

食
品
の
流
れ “一第５章

非汚染作業区域

汚

染

作

業

区

域

副原材料・

包装資材
受入れと
保管場所
検収場

準

清

潔

作

業

区

域

準
清
潔
作
業
区
域

計量、製めん室
蒸じめん室
具処理室
および保管場所
調理加工室 (炒め )

水洗冷却室
むじめん取り室

真空冷却場所・保管室
炒めためんの計量
および盛り付けライン室
冷凍室
包装室・検品室

外包装室
製品の保管場所、仕分け
洗浄した容器の保管場所

出荷場所
試験検査室
容器の洗浄殺菌場所

更衣室、休憩室、便所
製造管理に係わる事務室など
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(4)HACCPプラン (CCP整理表)の作成

①冷凍焼そば (調理済み)の CCP(重要管理点)設定

危害分析の結果、肉の炒め工程 (製造工程フロー図 No.20)、 野菜類の炒め工

程 (No.21)、 むじめんの炒め工程 (No.24)と その後の真空冷却・冷却保管 (No.

22、 No.23、 No.26)工程、および、金属検出工程 (No.32)を CCPと して設定し    第
た。                                            5

早

具類とむしめんの炒め工程は、腐敗 。病原微生物の加熱殺菌、真空冷却・冷去「

保管工程は、温度・時間管理による増殖防止、金属検出工程は、金属異物の除去

を目的とした。

②炒め工程における腐敗・病原微生物による危害発生防止措置および管理基準

具類とむしめんの炒め工程の殺菌は、炒め温度・時間を細菌検査結果から設定

し炒め直後の品温との関係も把握しておくこと。

③真空冷却・冷却工程における残存菌の増殖防止措置および管理基準

真空冷却温度 。時間および冷却工程の温度 。時間を細菌検査結果から設定し、

品温との関係も把握しておくこと。

④金属検出工程の管理基準、モニタリング方法、改善措置

テ ス トピー ス の直径 サイ ズは Fe l.2～ 2.Omm、 SUS 2.5～ 3.Ommが 使 用 され 、

直径サイズは小さくなる傾向にある。

テストピースによる作動確認は、 1時間に 1回、少なくとも2時間に 1回は実
施する。

金属検出機のメーカー点検は年に 2回程度実施する。

⑤炒め工程と真空冷却 口冷却工程のモニタリング方法

自動温度記録計などの利用により、温度と時間がリアルタイムで分かる方法を

できるだけ採り入れる。

⑥肉類の加熱時におけるモニタリング方法

肉類の加熱時に色が変化するような数値になりづらい、日視検査を採り入れる

ケースもある。
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HACCPプラン(CCP整理表 )

一

第

５
彙
早

CCP番 号 CCPl CCP2 CCP5

工  程 炒 め (製造工程フロー図 No.20、 No.21、 No.24)

危害原因物質 病原微生物の残存

危害発生要因 炒め温度
。時間の管理不良

防止措置 炒め温度・時間管理基準の遵守

炒め機の保守。点検作業の徹底

管理基準 炒め温度 ○○℃

炒め時間 ○○分間

モニタリング
方 法

頻  度

担 当者

炉́鷲昇辱勇】註贔乱仄暫L温度・時間の確認
炒め温度の確認 ○○分ごと(自動記録計の場合は連続 )

炒め担当者

改善措置

者担

工程に対する措置
・炒め温度。時間が管理基準に達していないと確認された場合は、責任者に報告

し、責任者は必要な改善措置を担当者に指示する
。炒め機を調整して温度を適正にする
。温度調整不能の場合は、責任者はその炒め機での作業を中止する
。担当者は必要な措置を講じ、責任者とともに装置が正常に作動したことを確認

後、作業を再開する

製品に対する措置
。炒め温度。時間が管理基準に達していないことが確認されたとき、炒め責任者は

製造責任者、品質管理責任者と協議し、必要に応じ検査を行い、廃棄するか否

かく適正な措置をとる

炒め担当者

検証方法 炒め機管理日報の確認 (炒め温度、時間、装置の作動確認状況など)(毎 日)

借言|:曇『黎厖薯ど]菫ll書整曇荀88L)
記録文書名
記録内容

温度、時間、装置の作動状況など)炒め機管理日報 (品 日、

微生物検査記録簿
計器類校正記録簿

記録の保管 。1年間

”
↓
う
ι



HACCPプラン (CCP整理表 )

CCP番 号 CCP3 CCP4  CCP6

工   程 真空冷却・保管 (製造工程フロー図 No.22、 No.23、 No.26)

危害原因物質 病原微生物の増殖

危害発生要因

真空冷却温度 。時間管理の不良
保管温度・時間管理の不良
製品の過剰収納による冷却不足

防止措置 真空冷却温度 。時間・真空圧の管理基準の遵守
保管温度 。時間管理基準の遵守
真空冷却機、冷蔵庫の保守 。点検の徹底
真空冷去「機、冷蔵庫への製品過剰収納防止の徹底
真空冷却機、冷蔵庫の良好な衛生状態の管理

管理基準 真空冷却機温度 ○○℃、時間  ○○分間、真空圧 ○○鰤Hg
冷蔵庫温度 ○○℃、時間 ○○分間
真空冷去「機、冷蔵庫への適性収納量の管理

グン
法
度

タ二
方
頻

モ

者当担

自動温度記録計による監視
適性収納の確認
真空冷却機、冷蔵庫の温度確認 〇〇時間ごと
(自 動温度記録計の場合は連続、正常作動の確認は〇〇時間ごと)

真空冷却・保管担当者

改善措置

者当担

工程に対する措置
。真空冷却機、冷蔵庫温度および品温が管理基準内か確認する
。管理基準以外が確認された場合、真空冷却・保管責任者に報告する
。責任者は報告に基づき状態を確認 し、必要な措置をとる (保守点検実施 )

製品に対する措置
・管理基準以上に製品温度が上昇した場合、真空冷去「・保管管理者は、製造責

任者、品質管理責任者と協議 し、前回モニタリング時間以降の製造品につい

て、必要に応 じ検査を行い、再度冷却するか廃棄するか適正な措置をとる
。製品収納量の確認
・真空冷却機、冷蔵庫温度が下がらない場合は、作業を中止 し製品の移動を行 う
。真空冷却・保管作業の迅速化
・真空冷去「機、冷蔵庫の衛生管理の徹底

真空冷却・保管担当者

検証方法 真空冷却・保管管理の記録簿 (真空冷却温度・冷蔵庫温度、品温、真空冷

却機・冷蔵庫の装置作動状況など)(毎 日)
微生物検査記録簿の確認 (週○○回)

機械整備記録簿の確認 (月 ○○回)
真空冷去「機、冷蔵庫の自動温度記録計と現場温度計の誤差の確認 (毎 日)

温度計などの計器類校正記録簿の確認 (月 ○○回)

記録文書名
記録内容

保管管理記録簿 (真空冷去p機・冷蔵庫温度、品温、真空冷却・冷蔵装置の作動状況など)

微生物検査記録簿
機械整備記録簿
計器類校正記録簿

記録簿の保管  。 1年間
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HACCPプラン (CCP整理表 )

CCP番 号 CCP7

工   程 金属検出 (製造工程フロー図 No.32)

危害原因物質 金属異物の残存

危害発生要因 金属検出機の作動不良
製造機械類の保守・点検の管理不良

防止措置 テス トピースによる作動チェック
製造機械類および金属検出機の保守 。点検作業の徹底

管理基準 Fe  OOmmφ 、 sus  OOmmφ

モニタリング
方  法

頻  度

者

金属検出機の作動による金属異物の検知

連続して全品を実施
金属検出機が正常に作動しているか、○○時間ごとに確認する

包装担当者

改善措置

者担

工程に対する措置
。テス トピースにて金属検出機の感度を確認する
。金属検出機が作動した製品は、再度、検出機をとおし作動を確認する。金属検出機の作動不良の場合は、設定をや り直す
。金属片の混入が明らかになった場合は、責任者に報告する、責任者は他の
工程責任者に連絡し、機械類部品などの破損がないか保守点検作業を実施
する
。製造ラインに異常がないことが確

諺鬼肇ァ

ヽ

た業讐香請学言
は包装責任者

とともに、金属検出機の正常作動そ

製品に対する措置
。金属検出機の作動不良が確認された場合は、前回確認した時間までさかの
ぼつて再度、金属検出機にとおして金属混入の有無を確認する。金属検出機ではじかれたものは、再度、金属検出機にとおすとともに、金

包%を
確認し、記録後廃棄する

検証方法 金属検出機の作動記録簿 (毎 日)
テス トピースを用いた金属検出機の精度確認 (○○時間ごと)
機械整備記録簿の確認 (保守 。点検の記録)(月 ○○回)

記録文書名
記録内容

金属検出機作動記録簿
。金属検出機の作動状況・精度・異常など
機械整備記録簿

記録の保管 。1年間

う
ι



(5)危害リストー覧表の作成

①危害リストの検討範囲

原料受け入れから、製品の出荷までの全工程について実施する。

②危害の原因物質                                 E
危害の原因物質については、生物学的危害、化学的危害、物理的危害の各々に    第
ついて、検討を実施する。                              5

早

③生物学的危害、化学的危害、物理的危害

生物学的危害には病原微生物 (食中毒菌 :セ レウス菌、黄色ブ ドウ球菌、病原

大腸菌、サルモネラ属菌、クロス トリジウム属菌、旋毛虫など)と 腐敗微生物

(バチルスなど)がある。

化学的危害にはアレルギー物質 (省令 5品 日、通知 19品 日)、 抗生物質、ホル

モン剤、残留農薬 (殺虫剤など)、 洗剤・殺菌剤、包装資材の可逆剤、機械類に

使用する潤滑油類などがある。

また、腐敗・病原微生物の増殖によつて生成される毒物 (マイコトキシン、エ

ンテロトキシンなど)がある。

物理的危害には金属 (機械部品、錆、溶接片、摩耗した金属屑など)、 石、木

片、ガラス、プラスチック片などがある。

④安全上潜在的危害に対する重要性の判断

○ ×の 2段階か、○△×の 3段階で評価する。

○ :起 こり得る可能性がある。

△ :頻度がごく少ない、重要度がそれほど高くない。
× :ほ とんどあり得ない、または、起こり得ない。

⑤この工程は CCPか否かの判断

一般的には Yesま たは Noで記載していますが、後者の場合、PP(一般的衛生

管理プログラム)で対応できるので、分かりやすくするため PPを記載した。
CCPか否かの判断は、CCP判定のデシジョンツリーに従って実施すること。

０
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・
貿
嘔
米
ミ
４
、
Ｒ

Ю
総
終
畳
翌ヽ
Ｆ
Ｃ
熙
増

Ю
総
築
墨
響ヽ
Ｆ

Ｃ
性
優
Ｃ
豪
糎
緊

・
豪
ポ

£
無
劇
尺
Ｃ
純
姜
―
ヽ
、
Ｒ

口
Ｋ
■
ヽ
済
Ｃ
撫
滸
凛

く
陣
倒
壼
抑

硬
ｇ
揮
拠
〓

畑
枢

（
∞
）

○  ○ ○ ○  ○ ○ × × ○  × × ○  ○ ○ ○

晨
こ
壼
抑
硬
３

輝
拠
Ю
総
築
理
避
Ｆ
Ю
卜
期
凛
）

（
【
）

（
゛
）

熙
翠
Ｃ
Ｓ
駕
訟
砥
壌

・
談
擦
課
腱

Ю
“
２
Ｓ
爛
誕
砥
槃

・
騒
擦

仰
製
８
朴
Ｓ
期
総

く
理
Ｃ
Ｓ
蛛

抑
硬
３
閥
さ

。

標
型
ｃ
ｓ
ｕ
至
砥
撻

・
騒
擦
熙
埋

Ю
弓
二
ヽ
Ｊ
至
Щ
爆

・
掻
柊

椰
製
Ｅ
朴
Ｓ
期
毯

（Ｊ
黒

′暉
蝋

′き
蝶
）
蹴
黒

仲
Ｒ
３
朴
翠

く
堅
Ｃ
Ｓ
蝋

抑
硬
ｇ
田
Ｓ

・

熙
腱

Ю
↓
２
ヽ
期
騒
砥
爆

・
摂
柊

抑
螺
ｇ
朴
Ｓ
期
さ

・

く
鰹
Ｃ
Ｓ
蝋

抑
硬
ｇ
園
゛

標
型
ｃ
ｓ
ｕ
さ
砥
繋

・
騒
柊
武
腱

Ю
当
せ
Ｓ
期
牽
Щ
煤

・
掻
終

伸
硬
ｇ
朴
Ｓ
期
至

・

く
堅
Ｃ
Ｓ
畔

仰
硬
８
暇
Ｓ

標
響
Ｃ
Ｓ
則
総
Щ
煤

。
最
終
駅
牌

Ю
“
星
ぶ
期
総
砥
憾

・
騒
螂

伸
硬
Ｅ
小
゛
爛
恣

や
終
Ｃ
羅
掴
緊

・
覆
ぶ

抑
硬
君
小
ざ

・

（長
警
Ｃ
Ｓ
Ｒ
眠
巡
）
ミ
暉
翻

抑
硬
ｇ
閥
゛

・

騨
Ｈ
Ю
ト

Ｊ
総
築
伸
壊

（
Ｈ
）

枷
鼈

Ｃ
Ｄ
ヤ

´
　
′
柩

く

′
ヽ
て

■
キ

枷
き

Ｃ
勾
姜
翼

・
真
ぶ
羅

・
Ｋ
ｌ
ヽ

伽
堅
Ｃ

ヽ
駅
窯
Ｊ

（送
撻
丼
）

無
鼓
Ｃ
Ｒ
Ｋ

４
、
Ｒ
Ｃ
Ｒ
Ｋ

〇
【
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′Ｒ
ヽ
〇
〇
「
一

騨

Ｈ

Ｃ

同

（
卜
）

』
』

」
』

』
』

』
ヽ 2222 2留 a a ヽ

」
ヽ
」

ヽ
』

』
』

く
こ
壼
瓢
報
「
遮
Ｃ
抑
硬

（
Φ
）

黛
ぼ

ｓ
弓
■
誕
Ｈ
熊
ミ
Ｃ
Ｓ

ｕ
運
ｃ
耕
爛
閥
鰤
来
挙
工
、
Ｒ

や
糎
ｃ

ａ
訪

十
刹
ｃ

ａ
協

（＝
低
Ｃ
Ｓ
畔
瞑
則
）

Ю
総
篠
鰹
Ｈ
Ｃ
ョ
郷
嶼
畑
せ
潔

Ц
誕
Ｃ
田
枷

。
や
鼈
Ｉ
ヽ
へ
Ｒ

爆
Ｒ

ｓ
“
２
騨
Ｈ
縫
ミ
Ｃ
Ｓ
甕
鷺
Ｃ

耕
鶴
熙
枷
米
雄
嘲
誌

・
嘔
郷

や
躙
ｏ
ａ
協

や
翔
ｃ

ａ
粉

（＝
低
Ｃ
ヾ
蝋
嶼
畑
）

Ю
総
築
騨
Ｈ
Ｃ
■
郷
嶼
ｑ
せ
Ｓ

幽
轟
Ｃ
躙
細

・
や
ぶ
騰
嘲
市

燿
Ｒ

ｓ
ヽ
せ
騨
Ｈ
蕪
ミ
Ｃ
Ｓ
適
こ

Ｃ
響
熙
田
枷
米
せ
嘲
歳

・
嘔
郭

や
期
ｏ
ａ
認

や
翔
ｃ
ａ
”

（半
低
Ｃ
Ｓ
蝋
嶼
Ｃ
）

Ｑ
£
篠
誕
Ｈ
Ｃ
ョ
郷
嶼
畑
せ
巡

墨
轟
Ｃ
卿
胸

・
ヤ
懸
串
嘲
縞

爆
ぼ
ｓ
馬
二
泄
Ｈ
蘇
ミ
Ｃ
潔

螢
轟
Ｃ
耕
鶴
田
�
来
翠
嘲
市

や
躙
Ｃ
２
粉

ヤ
躙
ｃ
ａ
′

（＝
低
Ｃ
Ｓ
蛛
嘔
ぐ
）

Ю
£
築
騨
Ｈ
Ｃ
■
郷
嶼
ぐ
二
巡

撻
轟
Ｃ
園
胸

。
や
味
鴫
嘲
誌

る
こ
で
図
郎
期
凛
Ｃ
抑
製

（
Ю
）

標
聖
Ｃ
α
Ｋ
駅
せ
‘
ハ
Ｒ

熙
牌
Ю

葛
せ
α
Ｋ
Ｃ
米
せ
工
、
Ｒ

製
Ｋ
せ
螺
Ｃ
純
姜
“

累
せ

′業
終

′―
、
、
Ｒ

Ｃ
＋
く
篠
郷
ぜ
、
・
十
き

標
雲
ヾ
局
せ

壼
Ｋ
Ｃ
米
母
嘲
市

・
嘔
経

武
賞
Ю
埓
せ

暉
く
Ｃ
課
量
酬
蔽

。
嘔
郷

製
Ｋ
壺
螺
Ｃ
純
姜

０
衆
せ

′離
く

′離
嘲
詰

像
＋
Ｋ
築
軽
で
、
・
ケ
雌

標
雲
Ю
帯
せ

暉
く
Ｃ
米
当
嘲
誌

・
嘔
郷

駅
牌
Ю
“
せ

口
Ｋ
Ｃ
米
ミ
嘲
誌

。
嘔
郷

崚
Ｋ
壺
ぶ
Ｃ
純
姜

準
来
せ

′誰
く

′業
嘲
誌

念
＋
Ｋ
案
郷
で
、
。
や
鼈

獣
牌

Ю
弓
せ
直
Ｋ
Ｃ
来
せ
嘲
権

製
Ｋ
士
螺
Ｃ
純
姜

佃
熙
せ

′離
Ｋ

′離
嘲
儒

ｅ
＋
く
案
郷
で
、
・
ヤ
送

Ｒ^
卜早
”
一

黒
騨
製
Ｄ
藝
罪
掏
辱

（
∞
）

（
ヾ
） α

く
園
胸
Ｃ

肛
世

・
燃
鴫
米
せ
工
、
Ｒ

Ю
総
築
畳
翌ヽ
Ｆ
Ｃ
駅
鸞

蛉
£
案
螢
卍
Ｆ

Ｃ
樟
優
Ｃ
覆
楓
熊

・
薇
螺

Ｐ
ヽ
Ъ
一
月

Ｒ
Ｃ
純
姜
―

ヽ
、
Ｒ

孤
Ｋ
躙
細
Ｃ
胆
世

Ц
暉
狭
せ
醐
市

・
岨
経

Ю
総
篠
撃
翌
Ｆ
Ｃ
思
賞

Ю
£
終
量
翌ヽ
Ｆ

Ｃ
性
爆
Ｃ
覆
糎
燃

・
薫
螺

Ю
総
築
螢
翠ヽ
Ｆ
Ｃ
く
堅

Ｃ
勾
姜
知
小
さ
Ｃ
鏃
酬
誌

暉
く
田
�
Ｃ
肛
世

Ц
暉
米
せ
醐
市

・
嘔
郷

Ю
£
築
翠
器
Ｆ
Ｃ
駅
鸞

Ю
総
後
撃
翌
Ｆ

Ｃ
セ
爆
Ｃ
薇
根
燃

・
薇
螺

ヾ
総
終
菫
黎

Ｆ
ｃ
く
鯉

Ｃ
純
姜
知
小
さ
Ｃ
串
嘲
儒

Ｄ
姜
螢
避ヽ
Ｆ
Ｃ
標
翌

Ю
£
終
週
翌ヽ
日
Ｃ
課
鸞

Ю
く
終
螢
黎

Ｆ

Ｃ
性
恨
Ｃ
覆
猥
部

・
覆
螺

Ю
総
役
菫
翌ヽ
Ｆ
Ｃ
く
嘔

Ｃ
純
姜
御
小
さ
Ｃ
鏃
嘲
維

条
椰
側
せ
抑

硬
Ｅ
揮
拠
「

畑
憮

（
∞
）

○  ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  × ○ ○

る
こ
壼
抑
硬
選

輝
拠
Ю
く
築
螢
翌ヽ
Ｆ
Ю
卜
Ｊ
凛
）

（
Ｈ
）

（
゛
）

標
型
Ｃ
Ｓ
期
総
Щ
県

・
騒
優
熙
距

Ю
葛
せ
゛
期
至
Щ
爆

・
談
盤

抑
運
Ｅ
小
尽
Ｊ
さ

せ
爆
Ｃ
覆
糎
緊

・
燕
ぶ

椰
製
Ｅ
朴
ご

（ミ
騒
Ｃ
Ｓ
Ｒ
眠
巡
）
女
嘔
ぐ

抑
硬
８
躙
゛

・

標
響
Ｃ
Ｓ
期
さ
Щ
槃

・
橿
擦
ぷ
牌

Ю
局
せ
ヽ
期
至
Щ
槃

・
騒
柊

抑
Ｒ
Ｅ
丼
゛
期
證

・

社
優
Ｃ
頭
櫻
緊

・
豪
螺

帥
硬
Ｅ
小
学

・

く
蝶
Ｃ
Ｓ
蝋

抑
硬
８
轡
ぶ

・

深
型
Ｃ
Ｓ
期
さ
砥
槃

・
談
柊
潔
鸞

Ю
馬
２
Ｓ
Ｊ
Ｓ
砥
槃

・
浸
擦

抑
製
８
朴
゛
期
総

せ
爆
Ｃ
覆
糎
緊

・
薫
退

抑
硬
ｇ
滸
単

く
嘔
Ｃ
゛
螺

帥
Ｒ
Ｅ
閥
゛

・

深
型
Ｃ
Ｓ
期
至
Щ
撻

・
談
螺

・

ぷ
鸞

Ю
葛
せ
ヽ
Ｊ
さ
Щ
槃

・
談
螺

抑
製
選
訃
゛
期
至

・

像
爆
Ｃ
薇
超
緊

・
覆
螺

椰
硬
ｇ
朴
ざ

・

く
蝶
Ｃ
Ｓ
凛

抑
硬
ｇ
閥
゛

誕
Ｈ
Ю
ト

鮒
漱
築
抑
硬

（
Ｈ
）

二
、
Ｒ
Ｃ
熱
く

′
へ
て

ゃ
キ

颯
蔽

・
嘔
郷

Ｃ
く
墨

酬
維

嘔
郷
Ｃ
柩
く

′
ヽ
て

■
キ

酬
市

Ｃ
純
姜
翼

・
菓
ぶ
羅

・
κ
ｌ
ヽ

Ｏ
Ｚ

∞
】

ヾ
】

一
一
第
５
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“一第５章

′像
』
Ｏ
Ｏ
“
一

騨

Ｈ

Ｃ

月

（
卜
）

』
』

』
ヽ

ヽ
』

』
」

ヽ
』

く
こ
壼
回
禦
「
速
Ｃ
抑
硬

（
Φ
）

ヽ
Ｒ

ｓ
葛
２
誕
Ｈ
朦
ミ
Ｃ
Ｓ

Ц
轟
Ｃ
耕
鶴
閥
細
米
ミ
ミ
ヽ
嶋

（部
低
Ｃ
Ｓ
蝋
暉
Ｃ
）

Ю
捻
役
誕
Ｈ
Ｃ
ヨ
郷
虞
ぐ
星
巡

曇
通
Ｃ
耕
鶴
熙
枷
漱
せ
ミ
ヽ
実

爆
Ｒ
ｓ
弓
せ
誕
Ｈ
縫
ミ
Ｃ
Ｓ

墨
轟
Ｏ
料
環
躙
迦
米
撃
ミ
ヽ
笑

（＝
螢
Ｃ
゛
蝋
嶼
ぐ
）

Ｑ
£
篠
誕
Ｈ
Ｃ
ヨ
終
嶼
期
せ
さ

撻
こ
Ｃ
絆
鶴
卿
細
報
せ
ミ
ヽ
纂

螺
Ｒ

ｓ
弓
せ
誕
Ｈ
蕪
ミ
Ｃ
Ｓ

ｕ
逢
ｃ
耕
鶴
熙
鰤
累
せ
ぶ
く

十
刹
ｃ

ａ
”

や
型
ｃ
ａ
′

（＝
盤
Ｃ
Ｓ
蝋
嘩
Ｃ
）

Ю
捻
篠
泄
Ｈ
Ｃ
ヨ
郷
虞
鯛
２
Ｓ

鷲
Ｒ

ｓ
帯
２
誕
Ｈ
緩
員
Ｃ
Ｓ

撻
こ
Ｃ
耕
調
熙
鰤
米
ミ
Ｓ
Ｋ

や
翔
Ｃ
ら
訪

ヤ
刹
Ｃ

ら
′

（単
坐
Ｏ
Ｓ
蝋
曝
期
）
Ю
総

築
瓢
Ｈ
Ｃ
■
郷
嶼
爛
せ
き

Ц
轟
Ｃ
糾
瀾
躙
榊
熙
母
騨
嗽

ヤ
興
ｃ
ａ
跳

（部
蚤
Ｃ
Ｓ
鰍
嶼
ぐ
）
Ю
£

篠
騨
Ｈ
Ｃ
ヨ
郷
嶼
鞘
せ
渾

憫
轟
Ｃ
耕
瀾
卿
鰤
Ж
母
枷
き

条
こ
壼
図
陣
Ｊ
恕
Ｃ
抑
硬

（
め
）

製
Ｋ
峠
↓
Ｃ
鴫
嘔

製
Ｋ
Ｃ
肛
士

。
撻
暉

轟
ミ
Ｃ
世
来
雄
ミ
ヽ
実

く
堅
Ｓ
鰍
Ю

馬
せ
〓
Ｋ
Ｃ
米
せ
ミ

ヽ
Ｋ

製
く
味
「
Ｃ
鴫
嘔

製
Ｋ
Ｏ
歴
世

・
燃
暉

蘇
ミ
Ｃ
世
Ж
母
ミ
ヽ
実

く
騨
゛
蝋
Ю

葛
せ
α
く
Ｃ
来
こ
へ

ヽ
終

Ю
弓
２
口
Ｋ
Ｃ
製
迦

肛
世

・
Ц
嘔
熙
せ
ポ
Ｋ
課
牌

Ю
弓
せ
Ц
Ｋ
Ｃ
来
辻
ぶ
く

製
く
熾
Ｓ
Ｃ
純
姜

●
熙
せ

′眸
ぐ

′眸
嘲
蕊

く
暉
゛
蝋

Ю
帯
せ
直
Ｋ
Ｃ
米
ミ
螺
Ｋ

Ю
局
せ
Ц
Ｋ
Ｏ
閥
胴

歴
世

・
四
暉
累
せ
螺
く
熙
牌

Ю
弓
せ
Ц
く
Ｃ
懇
せ
ぶ
く

製
Ｋ
走
ポ
Ｏ
純
姜

０
米
雄

′串
く

′眸
嘲
誌

く
鰹
゛
畔

Ю
葛
せ
α
Ｋ
Ｃ
来
単
ぶ
く

ぷ
や

Ю
名
せ
口
Ｋ
Ｃ
来
せ
鰤
き

く
堅
Ｓ
蝋

Ю
葛
せ
口
Ｋ
Ｃ
米
せ
細
送

′
使
』
早
弔
一

製
算
型
Ｄ
藝
罪
榊
暉

（
∞
）

（
ヾ
）

Ю
£
条
量
翌ヽ
Ｆ
Ｃ

緯
優
Ｃ
゛
期
総
砥
槃

・
浸
螺

Ю
£
築
型
翌ヽ
Ｆ
Ｏ
く
堅
Ｓ
蝋

Ю
総
終
菫
翌ヽ
日
Ｃ
性
優

Ｃ
Ｓ
期
さ
氏
槃

・
騒
柊

Ю
£
篠
坦
翌
Ｆ
Ｃ
く
暉
Ｓ
蝋

Ю
総
築
螢
翌ヽ
Ｆ
Ｃ
熙
型

Ю
£
築
螢
盤ヽ
Ｆ
Ｃ
駅
距

Ю
総
築
量
卍

Ｆ

Ｃ
性
侭
Ｃ
覆
猥
燃

・
覆
螺

Ю
総

築
坦
翌
Ｆ
Ｃ
く
螺
゛
臨

Ю
総
築
望
翌
Ｆ
Ｃ
梨
雲

Ю
£
築
理
翌
Ｆ
Ｃ
駅
や

Ю
総
篠
Ｊ
翌
日

Ｃ
セ
優
Ｏ
蕪
橿
燃

。
雇
ポ

Ю
く

築
型
・翌
日
Ｏ
く
蝶
Ｓ
蝋

Ю
ぐ
築
螢
翌ヽ
Ｆ
Ｃ
課
賞

Ю
£

築
却
翌
Ｆ
Ｃ
く
蝶
゛
蝋

条
椰
側
壼
帥

眠
８
憚
拠
＝

畑

憮

（
∞
）

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○

く
こ
で
抑
製
ｇ

担
拠
Ю
£
築
理
翌
日
Ю
卜
Ｊ
潔
）

（
Ｈ
）

（
゛
）

や
饉
Ｃ
Ｓ
期
至
Щ
槃

・
騒
螺

抑
硬
Ｅ
小
゛
期
誕

・

く
堅
Ｃ
Ｓ
蝋

抑
螺
ｇ
卿
Ｓ

・

や
爆
Ｃ
Ｓ
期
さ
Щ
懐

・
騒
終

抑
製
ｇ
朴
゛
期
総

・

く
騨
Ｃ
゛
蝋

仰
硬
ｇ
轡
゛

・

標
聖
Ｃ
Ｓ
ｄ
さ
Ц
槃

・
談
盤
熙
鸞

Ю
弓
せ
ヽ
期
至
氏
槃

・
橿
螺

抑
眠
３
朴
Ｓ
期
さ

。

や
眼
Ｃ
覆
梱
熊

・
覆
ポ

抑
ｕ
ｇ
朴
ざ

・

く
度
Ｏ
Ｓ
蝋

抑
硬
Ｅ
轡
゛

・

標
響
ｃ
ｓ
ｕ
さ
Щ
槃

・
浸
擦
課
鸞

Ю
帯
せ
ヽ
期
至
砥
槃

・
談
盤

仲
硬
ｇ
小
゛
Ｊ
至

・

性
優
Ｃ
黒
撻
熊

・
豪
螺

抑
硬
ｇ
小
学

・

く
騨
Ｃ
Ｓ
蝋

抑
硬
ｇ
熙
゛

・

駅
牌

Ю
葛
せ
ヽ
期
総
砥
槃

・
談
螺

抑
硬
ｇ
丼
Ｓ
ｕ
さ

・

劇ユく
根 蝉gc
田゛
゛ 蝋

誕
Ｈ
Ю

卜
Ｊ
獄
終
抑
製

（
Ｈ
）

ミ

ヽ
年
Ｃ
く
墨

く口
鰹

・
・
ミ

ヽ
％
Ｃ

Ｄ
々
ρ

′魏
く

′ヽ

て
、
十

ぶ
く
Ｃ
К
墨

部
Ｋ
Ｃ

Ｄ
々

´

・
柩
く

・
ヽ
て

■
キ

鰤
駄

Ｃ
純
姜
理

・
黛
き
羅

・
Ｋ
Ｉ
ヽ

ｏ
２

Ю
］

Φ
】

∞
〓

い
【
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′Ｒ
」
Ｏ
Ｏ
“
一

騨

Ｈ

Ｃ

月

（
卜
）

【
ヽ
Ｏ
Ｏ

Ｎ
』
Ｏ
Ｏ

2  §       2 2  感       &

ミ
こ
壼
興
撫
「
速
Ｃ
抑
硬

（
Φ
）

朧
選
Ｃ
暉
嘔

健
Ｒ
Ｃ
細
経
糎
黒

適
轟
Ｃ
路
瀾

訓
騨
米
母
０
会

・
誉
セ
蟹

十
刹
ｏ
ａ
協

（部
低
Ｏ
゛
蝋
嶼
Ｃ
）

や
く
築
職
Ｈ
Ｃ
■
郷
嶼
翻
せ
潔

脚
胸
十
嗽
Ｃ
選
０
会

羅
選
Ｃ
蟷
嘔

螺
Ｒ
Ｃ
細
郷
糎
黒

Ц
轟
Ｃ
耕
鶴

園
綱
米
母
０
会

・
誉
ｔ
ぶ

や
抑
ｃ

ａ
協

（Ｈ
低
Ｃ
Ｓ
蝋
嶼
ぐ
）

０
総
築
誕
Ｈ
Ｃ
ョ
郷
嶼
爛
２
潔

轡
師
や
ぶ
Ｃ
墾
総
会

絶
響
Ｃ
鴫
娼

螺
Ⅸ
Ｃ
細
郷
掴
黒

Ц
轟
Ｃ

閥
鰤
十
味
Ｃ
涎
暑
ぐ
即
賦

墨
こ
Ｃ
絆
熙
園

麺
来
母
榊
嗽

。
暑
ぐ
即
楓

や
刹
Ｃ
ら
”

（硝
低
Ｃ
Ｓ
蝋
嶼
鮒
）
Ю
£

築
誕
Ｈ
Ｃ
ョ
郷
嶼
０
２
も

朧
選
Ｃ
暉
嘔

螺
Ⅸ
Ｃ
細
郷
糎
黒

画
轟
Ｃ

閥
枷
や
さ
Ｃ
墾
量
ぐ
側
楓

瑾
轟
Ｃ
耕
瀾
閥

枷
懇
せ
胸
味

・
暑
ぐ
側
賦

や
翔
Ｃ
ら
”

（半
低
Ｃ
゛
昧
嶼
畑
）
や
総

築
誕
Ｈ
Ｃ
ヨ
郭
嶼
０
２
も

く
こ
壼
図
椰
期
漱
Ｃ
仰
硬

（
Ю
）

暉
く
躙
騨
や
ぶ
Ｃ
翠
Ｃ
会

製
く
峠
「
Ｃ
鴫
嘔

製
Ｋ
Ｃ
肛
歯

・
楓
暉
０
会

製
く
雌
螺
Ｃ
墾
Ｃ
会

口
Ｋ
閥
れ
や
嗽
Ｃ
涎
０
会

く
蝶
゛
蝋
Ю
高
２
ロ

Ｋ
Ｃ
来
母
０
会

・
な
こ
さ

直
く
閥
胸
や
ぶ
Ｃ
潔
Ｃ
会

製
Ｋ
峠
調
Ｃ
鴫
嘔

崚
Ｋ
Ｃ
肛
世

・
Ц
嘔
０
会

製
く
艇
螺
Ｃ
墾
０
会

駆
Ｋ
閥
細
や
さ
Ｃ
翠
Ｃ
会

く
哩
ぶ
蝋
ヾ
弓
せ
暉

Ｋ
Ｃ
熙
当
０
会

・
誉
〓
ぶ

標
型
Ю
葛

せ
α
く
躙
鰤
歴
世

・
Ц
蝉

Ｃ
米
せ
�
味

・
暑
ぐ
側
賦

意
牌
Ю
葛
２
直
Ｋ

Ｃ
累
せ
景
ぐ

・
量
ぐ
期
賦

く
堅
゛
蝋
Ю
葛
ニ
ロ
く

Ｃ
蝋
半
暑
ぐ

・
量
ぐ
劇
斌

標
聖
ヾ
“

せ
直
Ｋ
轡
枷
歴
世

。
悩
鴫

Ｃ
漱
曇
艇
送

・
暑
ぐ
側
斌

潔
髯
Ю
出
せ
口
Ｋ

Ｃ
来
雄
暑
ぐ

。
暑
ぐ
側
賦

く
堅
゛
蝋
Ю
埓
ニ
ロ
く

Ｏ
釈
せ
Ｒ
Ｃ

・
暑
ぐ
劇
賦

パ
像
』こ
「
一

製
単
掟
Ｄ
藝
罪
掏
暉

（
∞
）

（
ヾ
）

ヾ
£
篠
螢
翌ヽ
Ｆ
Ｃ

セ
爆
Ｃ
゛
期
遜
Щ
爆

・
騒
擦

Ю
く
終
畳
・器

Ｆ
Ｃ
性
気
Ｃ
飛
猥
緊

・
薇
ポ

Ю
総
篠
理
翌
Ｆ
Ｃ
く
蝦
゛
蝋

Ю
く
築
螢
聴
Ｆ
Ｃ

性
爆
Ｃ
Ｓ
則
至
氏
耀

・
浸
盤

Ю
く
案
螢
選ヽ
Ｆ

Ｃ
せ
爆
Ｃ
覆
梱
燃

・
覆
還

Ю
£
後
螢
裂ヽ
Ｆ
Ｃ
く
蝶
Ｓ
臨

Ю
く
築
坦
翌
Ｆ
Ｃ
標
型

Ю
く
築
翠
翌
Ｆ
Ｃ
獣
唆

Ю
£

築
撃
翌
Ｆ
Ｏ
く
堅
゛
蝋

Ю
£
篠
当
卍
Ｆ
Ｃ
標
櫻

Ю
£
篠
螢
製
Ｆ
Ｃ
駅
煙

Ю
総

案
坦
翌
Ｆ
Ｃ
く
鯉
゛
蝋

く
陣
倒
で
抑

製
ｇ
撻
拠
＝

畑
憮

（
∞
）

○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○

桑
こ
せ
抑
硬
Ｅ

憚
拠
Ю
£
篠
螢
翌
Ｆ
っ
卜
Ｊ
凛
）

（
日
）

（
゛
）

性
爆
Ｃ
Ｓ
期
さ
Щ
黎

・
談
擦

抑
硬
ｇ
朴
Ｓ
ｄ
む

・

像
傑
Ｃ
瑕
梱
緊

・
覆
螺

抑
硬
Ｅ
朴
単

・

く
騨
Ｃ
Ｓ
昧

仲
硬
３
熙
尽

悼
恨
Ｃ
Ｓ
期
さ
砥
槃

・
騒
柊

抑
Ｒ
Ｅ
朴
ぶ
期
さ

・

像
侭
Ｃ
覆
梱
緊

・
薇
螺

帥
硬
ｇ
丼
翠

く
黙
Ｏ
Ｓ
蛛

抑
硬
ｇ
田
゛

・

熙
型
Ｃ
Ｓ
期
総
砥
照

・
談
柊
駅
牌

Ю
弓
せ
゛
期
総
Щ
慄

・
談
墨

抑
硬
Ｅ
朴
゛
せ
き

・

く
鰹
Ｃ
゛
螺

帥
ｕ
ｓ
躙
゛

・

熙
聖
Ｃ
Ｓ
ｄ
至
砥
繋

・
騒
擦
駅
牌

Ю
馬
２
ヽ
Ｊ
総
Щ
槃

・
談
擦

抑
硬
避
朴
尽
期
総

・

く
暉
Ｃ
゛
蝋

抑
硬
ｇ
躙
゛

・

誕
Ｈ
Ю

卜
謝
凛
篠
抑
硬

（
【
） ０

会

。
（
事
菜
ざ
つく
墨

ｅ
会

・
誉
〓
き
Ｃ

Ｄ
ヤ
ρ

′熱
く

′へ
て
ゃ
キ

鰤
送

・
暑
ぐ

側
楓
Ｃ
く
墨

胸
送

・

暑
ぐ
劇
風
Ｃ

Ｄ
ヤ
´

′柩
く

′ヽ

て
■
十

Ｏ
Ｚ

Ｏ
Ｎ

∞
Ｎ

一一
丁
弟
５
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ヽ
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“
一

泄

Ｈ

Ｃ

月

（
卜
）

お     &  & &    2  2 2  6       2 &  &    2  2

条
こ
壼
興
聾
「
速
Ｃ
抑
製

（
０
）

腕
選
Ｏ
嘔
嘔

健
Ⅸ
Ｃ
細
郭
糠
騒

撻
轟
Ｏ
料
瀾
熙
麺
熙
母
ｅ
奎

や
躙
ｃ
ａ
”

（半
饉
Ｃ
Ｓ
蝋
嶼
Ｃ
）
Ю
£

築
瓢
Ｈ
Ｃ
■
郷
嶼
畑
せ
Ｓ

閥
騨
や
さ
Ｃ
選
０
会

撻
こ
Ｃ

耕
瀾
熙
枷
米
塁

ｓ
麟
エ
ヘ
く

や
利
ｃ
ａ
紛

や
抑
ｃ
ａ
′

（部
饉
Ｃ
Ｓ
蝋
嶼
畑
）
ゃ
総

篠
誕
Ｈ
Ｃ
ヨ
郭
嶼
爛
２
Ｓ

鯉
選
Ｃ
暉
嘔

製
Ⅸ
Ｃ
細
郷
糎
最
曇
運

Ｃ
熙
鰤
や
き
Ｃ
牽
景
ぐ
側
斌

Ц
こ
Ｃ
耕
鶴

園
胸
米
単
鰤
き

。
暑
ぐ
即
楓

や
興
Ｃ
ら
”

（部
低
Ｃ
゛
蝋
嶼
畑
）
Ю
総

後
繊
Ｈ
Ｃ
■
郷
嶼
期
せ
Ｓ

甕
轟
Ｃ
耕
鶴
閥
む
熙
母
醐
儒

や
躙
Ｃ

ら
訪

や
躙
ｃ

ａ
務

（報
螢
Ｃ
Ｓ
螺
哩
ぐ
）
Ю
総

篠
誕
Ｈ
Ｏ
■
郷
Щ
畑
２
さ

撻
轟
Ｃ
田
迦

。
や
懸
串
嘲
維

る
こ
壼
図
陣
ｄ
獄
Ｃ
抑
製

（
Ю
）

暉
Ｋ
閥
肺
や
さ
Ｃ
潔
０
会

製
く
峠
＝
Ｃ
嘔
嘔

製
く
Ｃ
肛
世

・
駆
鴫
０
会

製
く
ｔ
ぶ
Ｃ
墾
０
会

Ц
Ｋ
熙
枷
や
さ
Ｃ
墾
０
会

く
暉
Ｓ
嘲
Ю
弓
せ
α

Ｋ
Ｃ
報
せ
０
会

・
誉
と
き

駅
腱
Ю
弓
せ

暉
く
Ｃ
熙
単

ｓ
騒
工
、
く

製
Ｋ
轟
螺
Ｃ
翠
０
会

く
鯉
Ｓ
蝋
Ю
弓
せ

暉
Ｋ
Ｃ
来
翠

ｓ
経
ェ
、
く

饗
型
Ю
弓

せ
Ц
Ｋ
轡
細
歴
世

・
貿
鴫

Ｃ
熙
彗
�
送

・
量
ぐ
側
楓

ぷ
牌
Ｑ
“
せ
α
く

Ｃ
来
母
驚
ぐ

。
暑
ぐ
側
楓

く
暉
゛
鰍
Ю
“
せ
暉
Ｋ

Ｃ
米
母
量
０

・
暑
ぐ
即
賦

標
型
Ю
弓
せ
口
Ｋ
熙
枷

肛
世

・
Ц
嘔
米
彗
嘲
誌
意
や

Ю
“
せ
α
Ｋ
Ｃ
来
母
醐
市

口
Ｋ

壺
Ｓ
Ｃ
串
檬

′翠
酬
市

く
蝶
゛
螺
Ю

局
せ
Ц
Ｋ
Ｃ
Ж
せ
嘲
維

′
硬
』
早
“
ヽ

減
算
型
Ｄ
藝
罪
掏
軍

（
∞
）

（
ヾ
）

Ю
£
築
翠
翌
Ｆ
Ｃ
や
優

ｃ
ｓ
ｕ
総
氏
槃

・
談
柊

Ю
総
後
Ｊ
翌
Ｆ

Ｃ
性
條
Ｃ
黒
掴
緊

・
薇
螺

Ю
£

案
翠
翌
Ｆ
Ｃ
く
鯉
Ｓ
蝶

Ю
く
築
螢
卍

Ｆ
Ｃ
駅
壇

Ю
£
築
撃
濃
Ｆ

Ｃ
性
爆
Ｃ
覆
糎
黙

・
覆
ぷ

Ю
£

篠
翠
翌
Ｆ
Ｃ
く
哩
ぶ
蝋

ヾ
£
築
坦
翌
Ｆ
Ｃ
標
型

Ю
£
篠
坦
翌
Ｆ
Ｃ
熙
鸞

Ю
総

終
撃
器
Ｆ
Ｃ
く
蝶
ぶ
蝋

Ю
£
篠
理
製
Ｆ
Ｃ
標
聖

Ю
総
築
理
翌
日
Ｃ
潔
腱

Ю
£
築
当
選ヽ
Ｆ

Ｃ
性
気
Ｃ
薇
根
詳

・
黒
ポ

Ю
総

終
螢
器ヽ
Ｆ
Ｃ
く
嘔
Ｓ
蝋

ミ
椰
潮
壼
伸

硬
ｇ
樽
撫
＝

０
黙

（
∞
）

○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○

条
辱
壼
抑
Ｒ
Ｅ

樽
拠
Ｑ
く
築
Ｊ
避
Ｆ
Ю
卜
期
獣
）

（
Ｈ
）

（
Ｎ
）

性
侭
Ｃ
Ｓ
劇
さ
砥
惧

・
談
柊

帥
製
ｇ
小
Ｓ
期
至

性
條
Ｃ
覆
糠
熟

・
覆
螺

仰
硬
Ｅ
小
学

。

く
嘔
Ｃ
Ｓ
畔

帥
製
８
馴
Ｓ

・

熙
牌

Ю
『
せ
ヽ
出
さ
砥
槃

・
談
擦

抑
硬
ｇ
小
Ｓ
期
至

・

性
爆
Ｃ
豪
櫻
緊

。
覆
ポ

抑
ｕ
ｇ
小
翌

く
螺
Ｃ
Ｓ
螺

帥
Ｒ
３
閥
゛

・

標
型
Ｃ
Ｓ
期
総
氏
槃

。
経
螺
熙
牌

Ю
“
２
ヽ
期
む
砥
爆

・
騒
盤

抑
製
ｇ
朴
Ｓ
Ｊ
さ

。

く
鰹
Ｃ
Ｓ
嗽

仰
硬
選
轡
ぶ

。

標
聖
Ｃ
Ｓ
Ｊ
さ
氏
繋

・
掻
擦
熙
や

つ
４
２
ｓ
ｕ
さ
Щ
繋

・
談
擦

抑
Ｒ
３
朴
Ｓ
期
さ

禅
優
Ｃ
豪
掴
熊

・
黒
翠

帥
硬
ｇ
絣
撃

。

く
堅
Ｏ
Ｓ
畔

伸
硬
ｇ
轡
゛

・

騨
Ｈ
Ю

卜
尋
漱
篠
抑
製

（
Ｈ
） 総

晏

ｏ
ｔ
ｅ
Ｄ
癒

Ｓ
】瞼

工

、

く

細
味

・

驚
ぐ
即
楓

Ｃ
Ｒ
Ｃ
Ｄ
脚

醐

誌

０
２

寸
Ｎ

Φ
Ｎ

卜
Ｎ

う
０
う
０



′代
』
Ｏ
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“
一

誕

Ｈ

Ｏ

劇

（
卜
）

」
∝

」
」

る
こ
壼
阿
増
「
量
Ｃ
仲
硬

（
Ｏ
）

錮
鷺
Ｃ

耕
爛
轡
枷
釈
せ
£
く
―
ヽ
エ

や
抑
ｃ
ａ
務

（部
低
Ｏ
゛
蝋
嶼
畑
）

Ю
£
役
誕
Ｈ
Ｃ
ヨ
郷
嶼
ぐ
せ
き 憫

誕
Ｏ
糾
瀾
報
枷
米
彗
誉
ｔ

ｓ
笛

十
翔
Ｃ
ら
”

（米
送
Ｃ
Ｓ
蝋
嶼
Ｓ
）
噸
£

築
誕
Ｈ
Ｃ
■
郭
瞑
０
せ
巡

撻
轟

Ｃ
耕
鶴
卿
騨
米
せ
燦
巡
超
嫌

十
即
Ｃ
ら
”

（部
饉
Ｃ
Ｓ
蝋
嶼
ぐ
）
Ю
く

築
泄
Ｈ
Ｃ
■
郷
嶼
ぐ
せ
潔

撻
さ
Ｃ
熙
胸

・
十
送
量
鰹
寒

錮
癒
Ｃ
耕
環

熙
枷
Ｃ
来
せ
期
障
口
Ｋ
ミ
ー
ヽ

図
轟
Ｃ

糾
爛
躙
枷
来
輩
嘔
郷

・
黒
Ｊ

や
細
ｃ
ａ
紛

（部
蟹
Ｃ
Ｓ
蝋
嘔
ぐ
）
Ю
総

終
瓢
Ｈ
Ｃ
■
郭
嶼
Ｓ
２
Ｓ

ｕ
轟
ｃ
園
枷

・
ヤ
き
撻
燦
無

く
こ
壼
図
鵬
期
凛
Ｃ
抑
製

（
Ю
）

標
型

Ю
弓
せ
駆
く
轡
胸
囮
世

・
貿
蝦
駅
せ
城
く
―
ヽ
こ

ぶ
鸞
Ю
弓
せ

暉
Ｋ
Ｏ
報
ミ
£
く
―
ヽ

エ

く
堅
゛
畔
Ю
高
せ

暉
Ｋ
Ｃ
熙
母
£
く
―
ヽ
エ

熙
型

Ю
“
せ
口
Ｋ
卿
胸
胆
世

・
楓
暉
米
ミ
な
ｔ

ｓ
懺

駅
鸞
Ю
↓

せ
口
Ｋ
Ｃ
Ж
せ
な
こ

ｓ
籠

く
螺
゛
蝋
●
高
せ

口
Ｋ
Ｃ
米
雄
黙
く
１
ヽ
エ

潔
牌
Ю
葛

せ
暉
Ｋ
Ｏ
駅
せ
埋
米
燿
頓

く
螺
゛
螺
Ю
弓

せ
暉
Ｋ
Ｃ
累
塁
禦
無
超
並

（
に
せ
て
ヽ
金

８

壼
期
障
Ｃ
嘔
Ц
Ｋ
ミ
ー
ヽ

武
鸞
Ю
葛
せ

嶽
Ｋ
Ｃ
来
せ

嘔
郷

・
熙
Ｊ

く
騨
゛
昧
Ю
弓

せ
口
Ｋ
Ｃ
報
せ
鰹
無
姻
頓

パ
使
い
」
椰
一

尽
算
硬
Ｄ
蓋
罪
掏
暉

（
∞
）

（
ヾ

）

Ю
£
終
螢
響ヽ
Ｆ
Ｃ
標
雲

っ
く
篠
理
翌
Ｆ
Ｃ
課
牌

Ю
£
築
壼
翌ヽ
日
Ｃ
く
暉
゛
蝋

Ю
総
後
撃
避
Ｆ
Ｃ
熙
型

Ю
£
終
週
翌ヽ
日
Ｃ
ぷ
牌

Ю
く
築
週
翌ヽ
日
Ｃ
く
暉
゛
蝋

■
姜
Ｄ
標
型

ｓ
築
卜
終
暉
嘔

や
く
築
理
翌
日
Ｃ
熙
雌

Ю
総
篠
週
翌ヽ
Ｆ
Ｃ
く
暉
゛
獣

Ю
■
）
Ｄ
燦
無

Ю
£
築
理
器
Ｆ
Ｃ
駅
腱

Ю
£

築
Ш
避ヽ
Ｆ
Ｃ
く
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